ルカによる福音書　２４章　２８－３５節
２０２３年４月９日
●概説
　二人の弟子はエマオという村に向かう途上で復活のイエスと出会うが、その道中で聖書の御言葉を説明され、その真意を解き明かされた時に、二人の心は燃えた。二人の弟子が語り合った「道」での体験は、現代において聖書と共に生きる者の生き方の原型である。復活のイエスとの出会いは私たちにどのような体験をさせてくれるのか。それは聖書の御言葉を解き明かして下さることで心を燃やす体験であり、私たちの心が生命の御言葉で満たされ、復活のイエスが私たちと共に生きておられることを確信することである（マタイ28:20）。
マタイ28:20　・・・わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。

「復活のイエスと共に歩む」：復活とはイエスが復活したということではなく、イエスが神によって復活させられたということである。神がイエスを復活させたことは、神がイエスを死者の中から蘇らされ、私たちの主とされたことを意味する（使徒2:36）。私たちは神が復活させられた主イエス・キリストと共に人生を生きるようにと召されたのであり、その恩寵の中に招かれたのである。
使徒2:36
　だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのです。
「聖なる人生の旅路」：主イエスとの出会いは私たちの人生を聖なるものにしてくれる。イエスと共に歩むことで私たちは罪の世から解放され、死と闇の支配から救われて命と光の中へと導かれる。つまり、復活のイエスとの出会いにより、私たちの人生は神によって導かれる聖なる人生となり、堕落した世から聖別された人生へと変えられていくのである。
「心は燃えたではないか」：復活のイエスと共に歩む人生の旅路は、その道々において心を燃やすものである。私たちの心が燃やされるのは、神の御言葉が解き明かされることで心に火が投じられるからであり、私たちの心に聖霊の炎が留まるからである。
＊イエスの復活の出来事とは、ただ葬られた墓が空になり、復活のイエスと出会うことができたということではない。神がイエスを復活させられたのは、イエスが語られた御言葉を復活させるためであり、イエスが残された心情を蘇らせるためであった。神が復活させられたイエスの御言葉と心情に出会うことこそ、復活のイエスとの真の出会いなのであり、そのイエスと共に生きることこそ聖なる人生の旅路なのである。
